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【前回のおさらい】
　本市が持つ公共施設は、老朽化が進んでおり、今後、
維持管理や建て替えに多額の費用が必要となります。
　この問題に取り組むために、市では「四日市市公共
施設等総合管理計画」をつくりました。
　これは、必要な行政サービスを維持することを前提
に、施設の長寿命化や転用、集約化を行うことにより、
施設にかかるコストの縮減を目指していく計画です。

これから、改修や建て替えが必要な公共施
設が増えることは避けられません。
限られた予算での公共施設の管理が課題と
なっています。

次回は、９月上旬号で、公共
施設を維持するための「費用」
についてお伝えします。

第２回「公共施設はどれくらいあるの」

　本市の公共施設のうち建築物系施設の延べ床
面積の合計は、100.6万㎡（東京ドームの面積に
換算すると22個分）です。市民一人当たりの面
積は3.23㎡で、これは全国平均の3.42㎡とほぼ
同等の数値です。小・中学校60校、市営住宅26
団地をはじめ、スポーツ施設などたくさんの施
設があります。

1 市の公共施設って
どれくらいあるの？

　小・中学校などの学校教育施設が42.6万㎡で
最も多く、全体の42.4%を占めています。次に
市営住宅が15.1万㎡で15.1%となっており、こ
れらで約６割を占めています。
　そのほか、文化会館など市民文化系施設が6.4
万㎡（6.4%）、四日市ドームなどスポーツ・レ
クリエーション系施設が5.7万㎡（5.7%）、市立
四日市病院など医療系施設が5.2万㎡（5.1%）と
続いています。

2 どういう施設が多いの？

　高度経済成長期である昭和40年代から昭和50
年代にかけて建設が集中しています。これらの
施設は建設後30年以上が経過しており、今後、
次々と改修や建て替えの時期を迎えます。

3 いつごろ造られた
施設が多いの？

　道路や橋、公園、上下水道などの「都市基盤（イ
ンフラ）施設」もこれまで多数整備してきました。
これらも維持管理に加えて、改修・更新が必要
であり、多額の費用が必要となります。

4 道路や下水道は
どうなっているの？


